
第2章 工学倫理ミニシンポジウム

2-1. 概要

｢コ工学倫理｣科F-]のスタッフティベロツナメン トプロジェク トの中心的な企画として,

学内外の3名のr_草倫理専門家に脈流を依輔 し.工学倫理 ミニシンポジウムを､†'成 1Gil:-

1月 14日に開催 した.工学倫理教官および新工学教育プログラム実施検討療員全委員を

中心に呼びかけたところ.特別に興味を持って参加頂いた教官も含めて計18名の夢,1)Hが

得られた.このミニシンポジウムでは,辿続的な3件の珊演 (第2拝3- 5節)の瞳をプ

リ-ディスカッションに充て.JFf旋応昔や討論を行った (第2_TI･:6節).

本 ミニシンポジウムの詳細は以下の通りである.

開催日時 :平成 16年 IJj14FI午後 1時より

開催場所 :工学部中萱騒宴 (8号鯨2階207-1号室)

ミニシンポジウムプログラム :

(1)13:00-13:05 挨拶

(2)13:05-L3:35 鈍前 l t竿倫理の基本的見方

工軍部喜 荒木 光彦

関西大学社会学部教授 常傭 T.(lA

(3)13:35-1/1:05 講演2技術者oF)が数える実線的工学倫理

-みじかく,やさしく.役にたっ

立命館大学理T_学部客員教授 中村 収 -.

(,i)lil:051日:3.3 鵬演3 高度植稚化時代の工学倫理
京都大学文学研･究杵助教授 水谷 雅据

(5)1,1:35-15:10 6'#慣後のフリーデ ィスー)J.ソション

全員

(6)15:川-15:15 開会の辞

r工学倫理｣科目のスクッフディベTI-1ツフメントー7ロジI-i-.クト代表音

大..鶴 幸一郎
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出席者 (敬称略)

珊蒔 丁又 (王は混乱 関西大学社会学部)

中村 収二 (淵覇者.立命館大学鳳工学部)

水谷 雅rTt2:(p粋魂番,15年度工学.Ela理教官 ･文学研究科)

鑑東 光虐 (工学部艮)

大鋸 幸一郎 (肝臓且.16年度工学倫理 IでG, ｢1二掌倫理J科 EIq)スタッフディ-ロツフ

メン トプロジェクト代凄者)

田ql -義 (15,柑年度工学倫理,WG,紡工学教育プログラム実施検討萎見全車El足)

武Efl fIL.1生 (15年TLF=学倫理 11rG)

河令 澗 (lG隼麿工学倫理 WG,新工学教育プログラム実施横丁寸蓉出会 ･物理工学科〕

酒井 哲郎 (L5年度工学倫理教官 ･地球工学科)

古阪 秀T:I.(L5年度工学倫理教官 ･建築学科)

山本 梧 (15年度工学倫理教官 ･物理工学科)

松｢1] 一弘 (L5年度工学倫理教官 ･罷気'荘子工学科 :特許什)

今rll 忠行 (15牛虎工学倫理教官 ･工激化草科)

高月 紘 (【5年度工等倫理教官 ･上兼化学科 :環境保全セン//I-)

倍頂 太 -(新工学故育プログラム実施検討垂凸会幹事)

鉾井 修一 硝子工学教育1,jグラム実施横 付垂il全 ･紐解r-5'1･科)

吉旧 FA:坐 (荊工学教育-/.Elグラム実施横田一重昆会 ･物理工学科〕

片山 'fILd'(新1.学教育プログラム実施検討委毘会 ･117擁学科)

田門 頂 く新工等教育プログラム実施検討委員会 ･工薬化学科)

谷垣 員数 (国際腐合fjrL避センタ一概合部門)

印L-1】 妬塞 (rl'古等教育研究開発推進センター前等教育観腰システム研究開花部門)

激務裸教務掛
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2-2. 挨拶

工学部長 荒木光彦

ひと月前に工学研究科長 ･コ二学部髭に就任しまLた乾木でございます.研究科長になる

前は評誌仁lおよび新工学教育プログラム実施掩討塵,El全件瀕として,一二草倫理の軽量の立

ち上げをお世括させていただきまLた.以来なるべく拭鬼に出席するようにLていたので

すが だんだん出席回数が減りまして,今年は全コマ欠席ということになってしまいよし

JIq汁.∴

工学倫理というものを,勉強しながら手探りでやり始めることにLたわけですが,まあ

そのほうがよかったかなと思っています.ある程度進みますと.さあどうするかというこ

とになってきました.2年前に第 1回日の工学倫理勉強会を剛槌しまLたが,予算もfi,'り

ませんでしたので,非常に小さな規模で行いました.その時うかがった水谷先生のお話が

強く印嚢に凍っています.それから少L間があいてしまいましたが,今回,うまく縫連載

吉.f凝資の申絢が通i'),外から講師の兄/J三をお呼びしてこのようなシンホシウムを順催でき

ることになり表した.

それではよろしくお願いいたします.
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